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抄 鑢
1L第 二 種衡 突 に ょ る残 の 勵 起(81)is.are反 應 の衝 突 閃 子(81)13.冠 解 質 の解 離 ■R衡の
動 力學 的 解 糯(S?)is.酸 紫 永 素 氣 中 の粥 の傅 播(鶻)is.屡 素 水 素 反塵 の作 用 に依 る活 性
化 パ ヲヂ ウ亠衷 面 の 生 成(89)16・ 水酸 化 金 の ア ル カ リ酵 液 巾 の溶 携 度 並 に飽 和 溶液 中 の準 衡 に
献 て(84)17・ 顧 質及=:相系 に及 ぼ す 可聽 暑 及 超 晋波 の作 川 の 比 較(85)16.ア ル カ リ溶 液 中
に 於 け 乙金 ゾ ルの 生 成(86)
詑 事 86
目 本 物 理 化 學 研 兜 會 刊 行
京都帝國大星理學部物理化學研究室内
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' 丶 物理 化 学 の進 歩Vo'1.13nNo.2(1939)
物 理 化 學 の 進 歩
一一原 報 原 稿 募 集トー 一
1研 究は本 誌 に掲載 せ らろ 丶以前 に,他 の雜 誌 に費 表 せ られ ざ りし もの た
るを要 す。但 し綜 合報 告 は此 の限 りに あ らす。
R{暖 表す ρ「き研 究 は物理 化學 に關す る もの に して11)本 會商鍍 員の研 究
xは その責任 あ る紹介 に よ る もの〆2)大 學教授 によ りな され た る もの,
或 は,そ の指導 に よ りfaされ す=るもの に限 る。
:m療 稿 に不備の梱所ある場合は,掲載邏れ,又 は掲載不能の導 あb。
lV原 稿は必す東都帝國大學物理化學研究室内 日本物理化學研究?off誌編輯
部宛逶附の こと。到着 口を以 て受理 のHと 定む。
,V原 稿は必3別 に定めたる「原稿の書方」(必要の方 には御 申込み次第迭附
す)に從つて=ieかれた し。
ll別 刷偉署希望の方は,豫 めその部數 を申出 られ たし。但 し實費を串受 く,
急 告畠
下eの'"ックナムバー定價にてrtrし致 します(但 し郵税は常方 にて1t#k)
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「物理 化學 の進 歩」購讃 會 員規 定假 案
日.本物理化農研究會 ノ機開誌 タル本誌 ノ直接購鎖者ヲ購談會員.トス
本誌パ隔月({禺數月末日)發行 ト.シ下記内容ヲ有ス
で一)原 報又ハ論設 仁)紹 介又ハ講義(三)抄 録
ガ





他 二別册 トシ.テ物理化學文獻集(薪着外國雑誌 ・リ拔萃 ス)ヲ毎膚
發行 シ會費.(年一圓)昌テ會員 呂ノミ頒布ス
本會ハ又吾図物理化學海外紹介 ノ目的ヲ以テ別 露年三囘歐文號 ヲ編纂シ.本誌
所載 ノ「原報」及ビ吾國 唹 ケ・噛 珊 ヒ學研究 ノ抄録 ヲ掲載ス(會費年二圓)
.△會員希望者鈴氏名,難 誌迭附先ヲ明記 シ蔆替京都六〇四七番へ會鬢ヲ拂込マ
レタシ







































































































































































































































































































































































囲 囲1キ ・7・:・Fスラ仞 ク
川崎市 東 索 蓖 氣 櫨 虱 書 弄宝'
L___　 一一 幽 幽 一 』 幽 一一二 二








◇....,.煌燦 として輝 く本 講 座 の息 義 と其 使 命 ◇
自然 界 に於 け る多 くの 現 練 が,接 觸 反 臨 に 依 て行i3iしてti:.るこ とは,動 植 物 の生 稱現 象 が 觴 媒 の一 種 た る酵 素
の 作 川 に薬 くこ とに依 て も判 る。 斯 の如 き酵 紊 り作 川liifの 化ｧ,工璞,例 へ ば 酒精,麥 酒,清 酒,葡 萄 酒 卩 醤
油 姉 を穂 括 す る髏 泄 工 業 よ η更に 逾 で は 各 種 の有 轡臨 アtト ン,高 蔽 ア ル コ ーti醸 酵 グ リセ リン等 の 化 學 工
藁 にrて 慮 那 さttで居 る。 然 る に谷 人13今口獅 酵 索 の本 懺 並 に 作刑 理 論 に 關 して卸 る所 が擁 め て紗 い の で あ る。
更 に 競近 に於 け る多 くの爪 要 な る化學 反 應啻=,觸媒 のff川に依 て工 槃 化 し得 る條nに 遘 合 す るに到 っ た合 戒 ア
ンモ ー.P合 成 メ タ ノール、 合 成 ガ ソ リン,石 淡 液 化 硬 化 油.合 成 醍 鹸 の 如 き其 例 で あ る。 両 して 乂殆 ど凡 て
の化 墨 工fir.於て はrそ のユ 業 の一 翫:に觸 媒 の作 用 を承1用す る とー:ふも遏 旨.では な いo石 曲 工 業、 ゴ ム工 業,香
硫 酸 工 業,其 他 の 無 機檠 品工 業 及 びイ∫樋 藥 品]二業 等料 工 聡 染 料 工業,塗 料工 業,脂 肪酸 工 業,合 成 醐 旨工 装・
皆 然 りで あ る。斯
の 如 き化 學 工 寨 の 纏 々 た る發 建 に も拘 ら「r.其の甚 礎 をなす 所 の觸 媒 のiA!に關 しては,橄 め て71々た る遡
歩 を 見 るの み で あa,近 きkjd(FI:於て も醗 媒の 理 創 こi(11rfく,化學 工 業1」の胴 媒 のX10.3,經驗 及 び 賞 験 の 結
果 にften3i懲々 速 な る逖 展 を績 けa:あ ら50而 して其 後 に 於 て轄 尉 ぽ颯 媒 理 論 に導 かれ る所 の化 學]1業のqua
が來 るで あ ら う。
從 て從 來 の欺 多 き觸媒 糎 朋の 現 實 の 」鉾賀 を網 罹 総 抵ナ る事,並 に是 竿 を研 究 彦査 ナ る'U13,以Lの擁 驗 及 び箕
瞼 に 依 て 觸 媒 をユ 藁的 に應 用 于 る 臼 こも,又 觸 媒 の 理論 的 研究/7)1=にb!rに訣 く可 ら ざaで あ る。 此 の窟 味 に
於 て 本 講 座 に 貢獻 す る所 頗 る大 な る もの が あ る と思 ふ。 衂 京帝 國 大 墨 工 學 部 廱 鮒化 學 科 教 室 工學 瞭 士 帥 卜芳ar
敬 授 椎 魏 交 よ り)
◇送 科 内地 」4鍵,
.一.一 一 一 一.一 一.一 一.一 一 一一.一 一 及 楽測 駄84t｢潮 蠅
第2卷 鯖 ・ ・M't。 鵠 瓢 込金は.,
反雁 ません。
硫 酸 製 造 即時最寄の書店・デバー第3卷暑㌢ 驫 誘難 欝 職 ㌔卓霧塋あ蠶 鬟羅 崟
構 羅1難総嚥1蕪騾
油IEii友麟 騰 聽 藤 村 建 次著 の 配木の豫定・
◇糀璧欝驪 覊爨靆研蠶饗 韆
秦倦 厨 媒 雁 扁 ⑦ 商 論 一轟勢 死評 耨 再 否吉著 向
有翫 於ける雕 反麟 酬 榊 舜久細 縦 塀 應
に於けるエ學的諸問題 峯京肇耀 散壅内田 俊一著 用







































































































L聖 馗 接發行所へ"霾 資






















4月 墫 刊 號 内 容








科 學 雑 纂
.蠍 黍暢～者,」、傳(1938)
科 畢 時 事
◇木號に限 り 寔椰1♪錢 逡料且婁羣◇




速 い・ll性子 の 弥 性散 鼠(彦 叛 忠 義)・水i#液に於 け る イtン のFara・la)'效果(岡 時
鏡 義 〕・ 稀 イ∫瓦 斯 元 素 のFarn(Tay效果(岡 崎 篤義)・ 恆 星 及 び 畦蛩 の質 量及 び 薮 に
就 て(小 河ts;〔lll)・湖XS學1二於 け る諱 差 の問 題(1り 【今 甘學 郊).瀞 塊 に就 て(今 村
學 郊).1暗糸の 合成 に つい て(蓑 営 轟別左・宮 内玉 子).H本 の 花 の 色(篠 原 長 之).朝
鮮 のPSttttt・,rt・tngoit.;'x(佐藤 月二)
抜 萃
L.1'.Sロ1JNC]1化學 結 合 の奉 性 と分 子 の構 造 に對.する斌 子 力 學 的 共 鳴 の照 義(■)
論 述
湯 川 秀 阿=bTegt,ttonMl題の 現 肌(J)』一新 粒子 論 績嬉 一 一
學界 展 望
志 賀 直 呂 蛋 白質 の構 適(ll)
㈱
高 橋 敬 三:南 洋 パ ラオ諸 島の 勸 物雜 記
術 語 檢 對
、Varpingの鐸}語(今村 學 郎)
新 刊 書 一研 究抄 飯 一科 學 時事 一 學倉 及 働 淌 息
發行所 甥 藷塑 雙 岩 波 書 店
定 價50鹹(范 ヒ料L5錢)電 話 九 段(こ{二)砦簔0】87(4)





















霆哭 日本 化 學 研 究 會 編 纂
新
???
第 一 集 第 七 卷 〔大ilil4一・5物文献轍1殿す〕
..h幹理學}尊士 眞 島 科 行
贈 裁 四六倍版 ・8ボィント密栖 ・浮皮天金 内 容 本文586頁。索引20ai1
定 價 金拾貳6ilT拾錢 途 料 金 四拾 五錢(内 地)
新
刊
日本 化 學 總 覽 は大正七年その編纂【こ着手せる【二よb約2咋,割 獪 旧
本學術振興會其他各方而の援助 を仰 ぎ'今般漸 く第七卷のlil行を了し茲 に明治一大
正の化學的交献の抄録 を完成せ り。本邦に於ける一般化學 の研究は勿論,化 學エ
業 ・醫學 ・農學 ・藥學等 に亙 る'Sh汎なる研 究の眞 塾なる報告,特 許等は その要粹
を抄録 してa_載せb。 故 に我國の化學 及び闘係學術の大勢は一 日瞭然r_るものあ
り。化學的x献 の探索竝 に研究の進捗は本 」セによ り愈 々能率的 となるべ く,化學
に關係ある官衙,學 校,飾 」二・試驗 厮は勿論 研y,技 術家諸賢は備へて以て
自國の進歩を知 ると共に,本 邦特有の物資の研究利用 に資せ られ遺漏 なか らん事
を拗奬す0
.二 〇 ・:.,暫



































































































































日 本 化 學 會 編 纂 發 行
化
?
英 獨 佛 和 對 譯
内 容 見 本
彙
定 便 三 圓 五 十 錢
迭 料
セ ンギ ーセ ン リ
十 四 錢
菊 版 特 製 箱 入
紙敏二百入十餘頁.
噌』ン キ ン ゾ ク 賤 金 屬bage・metal,Uredelmetall(n),mBta1607砌tun(m)
セ ン コ ウ 選 籔_orodressing,Erzbehacken(n),dressemerzt【「887π面6rα∫8`m)
セ ン コウ キ 旋 光 器polariscope,Pobri5kOP(n),podariscope(m)
セ ン コウ ケ ィ 旋 光 計polarimeter,Polarimc【er〔n).醐 ・metre@)
セ ン コ ウ ケ イ 泉 効 計127





,。灘 ・・贓 ・nto・醐 標黻
セ ン コウ プ ン セキ 麁 光lso2vant(m)淋媒
(f),analyseSolvat(o)濘媒 和 薯む
セ ン シパ イ ヨ ウ 穿 刺Solvatetioo(E,溶嫌和
セン。pigure(J)s%.rYQ,Hlde,。solvatesolvate(rnJ}㈱鈎
講:3欝 蓁齲 畿 溜 の}溶 媒和





Spalten(n)分割1ラ セ ミ化合 杓 の亅
$paltung(f)劈嵶 【紹 晶のi;開 裂 【有













素 と本書の發刊は芙因頗る箇 く爲めに現今本邦學會に行はれつiあ る化學術語邦郵の大部分は其範を撒









内 田 老 鶴 圃
捲 東京一ニー四六番 電話糊 五五九一番
賣 所
東 京 市 日本 橋 傲 通=丁 目
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も
主 筆 工學姫士 喜 多 源 逸
月 刊 化 『 學.
第5卷





[1ミss].yイニ 爿レ撈 母諸」こ關 一ナるiiiの蕊呼寃(H)コ ニ尋玉1肚
[】5D]アス ゴル ピ ン酸(VitaminC)酸化 の蓼陣(ll)Dr・Phylowphy…
[iGO]二酸 化 ゼ レンの イ∫健 化 含物 に 對 す る個1工 學 士
II}報・化 學 ユニ業 よ1]見た る朝sn(承 前)
第5卷 第4號
[161]纂毒 理學隆1=
松 井 枇 燈
山 川 正 盛
篠 原 僧 之 輔
準 山 晋 一
朝 倉 昇
[1f.9]高オ幽ク タ ン 僵 航 空 燃 科 の 製 ヨ去
[ir;]1〕ien台・戌 に 關 す るK.Ald鬯rの 研 究





















京 都 市 吉困 京都帝國大學















































































































































































効 率 優 秀
川 崎 而 索束電氣株気曾元土
